
 

期間：４月１日（土）～６月３０日（金） 

春が近づくと農作業が増えてくるとともに、農業機械を使用する機会も増

え、それに伴う作業中の事故が発生しやすくなります。 

毎年、農作業中の事故により全国で３００名前後、県内でも多い年で 10

名前後の尊い命が失われています。 

特にトラクター運転時のシートベルト未着用による死亡事故が多発してい

ます。乗用車だけではなく、乗用型農業用機械の運転時にもシートベルトを

着用しましょう。以下の事項を再度確認して農作業安全に努めましょう！！ 

 

■ 日頃の作業を振り返り、自分の取り組みをチェックしてみましょう！ 

№ 項　目 内　容 チェック欄

① 正しい服装 作業に適した服装を

② 所在連絡 作業内容や作業場所を家族などにきちんと伝達

③ 携帯電話 緊急時に備え、携帯電話を忘れずに

④ 体力調整 準備運動をしっかりと

⑤ 焦り防止 余裕をもった無理のない作業計画を

⑥ 作業者確認 子供、妊婦、不慣れな人に危険作業はさせない

⑦ 周囲確認 周りの作業者に危険が及ばないよう、周囲を確認

⑧ 複数人作業 危険作業は複数人で

⑨ 機械安全確認 シートベルト等の安全装置をきちんと装着

⑩ エンジン停止 機械から離れる時や点検する時はエンジンを切る

⑪ 適当な休憩 疲労が蓄積しないようにこまめな休憩を

⑫ 危険箇所の確認 危険箇所を確認し、看板等目印を設置

⑬ 技術講習 不慣れな機械作業は講習を受けてから

⑭ 労災・共済 万一の事故に備え、労災保険や傷害共済に加入！

⑮ 応急処置 万一の事故に備え、応急処置の知識を身につける
 

＜長崎県 農林部 農業イノベーション推進室＞ 


